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　会
津
坂
下
町
総
合
防
災
訓
練
が
８

月
31
日
、
坂
下
南
小
学
校
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
訓
練
は
旧

町
内
か
ら
、
町
民
や
消
防
・
行
政
・

各
種
関
係
機
関
が
参
加
す
る
４
年
に

一
度
の
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
。

　災
害
が
発
生
す
る
と
、
町
職
員
は
、

緊
急
連
絡
網
に
よ
り
招
集
さ
れ
、
災

害
対
策
本
部
の
設
置
と
関
係
機
関
に

災
害
応
急
対
策
の
協
力
を
要
請
し
、

そ
の
後
、
情
報
収
集
や
被
害
状
況
の

確
認
に
向
か
い
ま
す
。

　災
害
対
策
本
部
は
情
報
収
集
の
結

果
、
会
津
坂
下
町
内
の
各
所
に
お
け

る
被
害
を
確
認
し
、
避
難
指
示
命
令
、

広
報
車
に
よ
り
避
難
誘
導
を
行
い
、

児
童
・
園
児
避
難
訓
練 (

１)

、
指
定

避
難
所
運
営
訓
練 (

２)

、
放
置
車
両

排
除
訓
練
（
３
・
４
）
倒
壊
建
物
救

出
訓
練
（
５
）、応
急
手
当
訓
練
（
６
）

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
時
、
ま

ず
は
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
食
糧
や
衣
類
等
の
備
え
が
必
要

で
す
。
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
食

糧
な
ど
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。
特
に
食
糧
は
、
３
日

分
は
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

停
電
に
備
え
て
の
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。

　災
害
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
皆
さ

ん
の
地
域
の
救
護
活
動
が
す
ぐ
に
行

わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
消
火
・

救
出
・
救
護
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

み
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

【
訓
練
想
定
】

　会
津
坂
下
町
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
、
地
震
の

規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6.9
・
震
度
６
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
、
会
津
坂
下
町
全

域
に
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
特
に
旧
町
内
に
お
い
て

火
災
の
発
生
と
家
屋
の
倒
壊

が
著
し
く
、
多
数
の
負
傷
者

が
発
生
し
、
道
路
の
寸
断
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
も
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。
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町内の保育所・幼稚園・小学校・

中学校から、子どもたちの学校

での様子をお伝えします！

石川君・山内君・久和君

ふもとの町内をのぞむ束松を撮影

　僕たち坂下中学校２年生３人は、９月の10日～12日の３日間、役場で広報の職場体験を行ってきました。１

日目は中央公民館で職場体験をしている同級生の取材や五浪美術記念館で作業をしてきました。中央公民館で

は作業をしている笹川君に職場体験の感想を聞いたところ「本の整理は結構大変

だった。」と話をしていました。次に、五浪美術記念館に行きました。役場の荒井茜

さんが、小林五浪さんや齋藤清さんの絵画等の説明をしてくださったり、作品の

ネームを壁に貼るためにピンを刺したり抜いたりする作業をしました。作業中に指

にピンが刺さりとても痛かったですが綺麗に貼ることができました！

　2日目は束松峠の取材・散策に行き、役場の山内徹

さんに束松峠のガイドをしてもらい、いくつかの質

問をしました。「束松峠はいつから使用されるように

なったのですか」と尋ねたら、「１６１１年に会津に

大地震が起き、土砂崩れでそれまでの街道が使えな

くなったせいで束松峠が使われるようになったので

す。」と説明してくれました。次に、「束松洞門はどう

やって作られたのですか？」と尋ねたら、「馬車が使えるように通り沿いに住

む人々が総出で何年もかけて作られたのです。」と説明してくれました。次に

「束松峠はどんな人が利用したのですか」と尋ねたら、「主に、参勤交代や運送

業に使用されていました。」と説明してくれました。次に、最後の目的地であ

る峠の茶屋について質問をしました。「峠の茶屋は当時どんなところだったの

ですか？」と尋ねたら、「宿屋や休憩所などに使用されていた所で、しょっぱ

いあんこ餅（砂糖は当時貴重品だったため）や小鳥の焼き鳥が振舞われていました。」と説明してもらいとて

も驚きました！

　束松峠を散策してみて、野生のカモシカやクワガタムシに会えて感動しました。峠の茶屋跡から見下ろした

会津坂下町や磐梯山の頂上や会津若松の背炙山や小田山がとても綺麗に見えました。３日目の記事作成は文章

作成、写真貼り付け等とても大変でしたが面白かったです。3日間ほんとうにありがとうございました！

坂下中学校職場体験

初めての紙面づくり
僕たちがこのページを作りました

坂下中学校職場体験

初めての紙面づくり
僕たちがこのページを作りました
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大腸がん検診を希望する方へ

検査容器をお持ちでない方は、事前に健康管理センターでお渡しいたします。

まだ、特定健診やがん検診を受けていない方のために、今年度最後の総合健診を実施します。

あなたの健康のために、忘れずに受診しましょう。

なお、受診者数を把握したいので、事前に健康管理センターに予約をお願いします。

1．日 時 １１月１７日（日） （受付時間 午前８時～１０時）

2．場 所 会津坂下町健康管理センター

3．総合検診の内容

健(検)診項目 対 象 者 料 金

特定健康診査 40 歳～74 歳 (国民健康保険被保険者) 無料

健康診査 75 歳以上 (後期高齢者医療保険被保険者) 無料

結核・肺がん検診

(胸部レントゲン撮影)
40 歳以上の方(結核検診は 65 歳以上) 200 円

胃がん検診

(胃透視(バリウム検査))
40 歳以上の方 800 円

大腸がん検診

(便潜血反応検査)

40 歳以上の方 200 円

無料クーポン対象者(今年度中に 41・46.・51・56・

61 歳になられる方)
無料

Ｃ型肝炎検査 ・今年度の誕生日で 40 歳になる方 400 円

前立腺がん検診

(血液検査)

50 歳以上～74 歳までの男性で今年度中に偶数年齢

になられる方
400 円

4．持参品等

○総合健（検）診受診録

○自己負担金

○特定健診を受ける方は、特定健康診査受診券・保険証

▼注意点▼

社会保険被保険者・被扶養者の方で特定健診を受診する方は、事前に加入している医療保

険者に町の総合健診（財団法人 福島県保健衛生協会が実施）を受診できるか等を確認し、

受診するようお願いいたします。

問い合わせ先 健康管理センタ― TEL 83-1000

11月に総合(検)健診を実施します

12

特定健診・がん検診は受けましたか？



「二の腕の って、

結核の予防だったんだ。」

福島県では結核予防週間に併せて、結核への関心が高まる

よう、普及啓発事業を行っております。

福島県内では、平成 24 年に 194 名（概数）の方が新たに結核を発症しています。

そのうち、約７割が６５歳以上の方です。（平成 24 年：133 名（68.6％）（概数））

結核は、人から人にうつる感染症で、自分が結核だと気づかずに周りの人々にうつしてし

まうことがあります。

結核は早期発見・早期治療により治すことができますので、結核に関心を持ち、正しい知

識を身につけましょう。

□結核はどんな病気？

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。

結核を発病し重症化している人の咳やくしゃみのしぶきには、結核菌が含まれています。

このしぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが空気中にただよって飛び、それを周りの人が直

接吸い込むことによってうつります。

「結核かな？」と思ったら、医療機関を受診しましょう。また、人にうつさないために、

せきが出る時は マスクをつけましょう。
結核は、６か月間毎日きちんと薬を飲めば治ります。しかし、治療の途中で服薬をやめてし
まえば治りません。それどころか菌は抵抗力をつけ、薬が全く効かない多剤耐性菌になるこ
ともあります。

□こんな時はすぐに病院へ！ 重症になる前に 早期に受診 しましょう。

長引く咳(２週間以上) タンが出る 長引く（体の）だるさ

長引く微熱 胸の痛み 急に体重が減る

□発見されにくい高齢者の結核
６５歳以上の方は、年に１回胸部レントゲン検査を受けましょう。
また、健診等で胸部レントゲン検査の精密検査が必要となった場合は、自覚症状がなく

ても必ず受診しましょう。

咳・タンなど目立った症状があらわれにくいのが、高齢者の結核の特徴です。

食欲がない・元気がない・体重減少・微熱などの症状しか出ない場合があります。

日頃から健康状態に注意しましょう。

□生後１年までにＢＣＧ接種を受けましょう！

ＢＣＧは、結核に対する免疫をつけて、乳児の重症化を防ぐ予防接種です。

生後５～８か月に、必ずＢＣＧ接種を受けましょう。

問い合わせ先 会津保健福祉事務所（保健所） 医療薬事課 TEL ２９－５５１２

健康管理センター TEL ８３－１０００

それ

13
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農業所得・事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度に

ついて、平成 26 年 1 月から対象となる方が拡大されます。

※ 現行の帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の

農業所得・事業所得等の金額の合計額が 300 万円を超える方です。

平成 26 年 1 月からの記帳・帳簿等保存制度

◆対象となる方

農業所得、事業所得、不動産所得又は山林所得を生

ずべき業務を行う全ての方です。
※ 所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◆記帳する内容

売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。

記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載する

など、簡易な方法で記載してもよいことになっています。

◆帳簿等の保存

収入金額や必要経費を記載した帳簿のほかに、取引に伴って作成した帳簿や受け取った

請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。

【帳簿書類の保存期間】

問い合わせ先 税務管理班（1階右側⑥番窓口） TEL 84－1502

保存が必要なもの 保存期間

帳

簿

収入金額や必要経費を記載した帳簿 （法定帳簿） 7 年

業務に関して作成した上記以外の帳簿 （任意帳簿） 5 年

書

類

決算に関して作成した棚卸票その他の書類
5 年

業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品物、送り状、領収書などの書類

白色申告決算説明会のご案内
町では新たに記帳を行う方や記帳の仕方が分からない方のために記帳・帳簿の保存制度

の概要や記帳の仕方等を説明する「決算説明会」を実施します。

◆説明会実施日

１２月１０日（火） 午後 1時３０分 ～午後３時

◆会場

中央公民館２階「大研修室」

税務管理班からのお知らせ
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町史編さんだより

 
会
津
盆
地
の
縄
文
時
代
　
そ
の
三

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
―
　

　
　
　
　
　
坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら

　
　
縄
文
時
代
の
住
居

　
発
見
さ
れ
た
遺
跡
や
保
存
さ
れ
て
い
る
文

化
財
は
、
様
々
な
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
、「
鍋
料
理
」
は
縄
文
人
が
炉
を
囲

ん
で
、
炉
の
火
に
か
け
ら
れ
た
土
器
か
ら
直

接
、
食
物
を
取
っ
た
で
あ
ろ
う
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
や
掘
立

柱
住
居
の
建
て
方
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。
炉

を
中
央
に
お
く
こ
と
で
、
煮
炊
き
の
他
、
照

明
や
暖
房
の
機
能
も
果
た
し
ま
す
。
木
の
実

や
山
菜
等
と
、
狩
で
獲
っ
て
き
た
動
物
や
魚

を
調
理
し
て
土
器
に
入
れ
る
。
そ
し
て
、
土

器
を
炉
で
煮
る
。
ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で

そ
れ
を
見
守
る
家
族
‐
こ
の
至
福
の
一
時
が

一
万
年
を
通
し
て
我
々
日
本
人
に
刷
り
込
ま

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
住
居
構
造
と
似
て
い
る
の
が
、
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
五
十
嵐
家
住
宅
」
で
す
。
こ
の
住
宅
は

炉
と
「
カ
マ
ド
」
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
縄
文

時
代
の
竪
穴
住
居
や
掘
立
柱
住
居
の
建
て
方

が
日
本
人
の
生
活
の
原
型
に
な
っ
て
い
る
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
か
や
ぶ
き
屋
根
で
囲
炉
裏
場
を
中
心

と
す
る
構
造
の
農
家
は
、
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
る
一
九
六
〇
年
代
で
も
普
通
に
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
か
や
ぶ
き
屋
根
に

ト
タ
ン
を
葺
い
た
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

屋
根
の
垂
木
等
は
全
て
縄
で
固
定
さ
れ
て
お

り
、
地
震
に
強
い
柔
構
造
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
。
釘
な
ど
使
わ
な
い
の
で
錆
び
た
り
せ

ず
、
長
持
ち
し
た
の
で
し
ょ
う
。
柱
等
が
丈

夫
な
家
は
、
囲
炉
裏
や
「
カ
マ
ド
」
を
含
め

内
部
を
近
代
的
に
改
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
食
堂
と
台
所
が
く
っ
つ
い
た
Ｄ
Ｋ
（
ダ
イ

ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
）
は
現
代
の
囲
炉
裏
場

と
見
な
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
縄
の
発
明

　
と
こ
ろ
で
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居
の
木

組
み
を
固
定
す
る
部
材
に
、
最
初
は
植
物
の

「
ツ
ル
」
等
を
使
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

縄
を
発
明
す
る
ま
で
縄
文
人
は
試
行
錯
誤
の

繰
り
返
し
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
縄
は
植

物
の
繊
維
を
よ
り
合
せ
た
も
の
で
す
。
よ
り

合
せ
る
こ
と
で
強
靭
な
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

縄
文
人
は
そ
の
縄
の
力
に
あ
や
か
り
、
縄
の

文
様
を
土
器
に
施
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
縄
を
な
う
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
、

上
手
く
な
え
る
ま
で
か
な
り
の
時
間
を
要
し

ま
す
。

　
後
世
、
こ
の
縄
は
囲
炉
裏
で
鍋
を
吊
る
す

時
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

戦
国
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
田
畑
の
検
地
で
は
、

縄
が
測
量
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で

は
「
シ
メ
ナ
ワ
」
や
「
雪
つ
り
」
等
を
除
い
て
、

縄
の
需
要
は
と
て
も
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
縄
文
人
が
英
知
を
凝
ら
し
て
、

石
、
土
、
植
物
等
で
作
り
上
げ
た
道
具
の
中

で
、
少
な
か
ら
ぬ
生
活
必
需
品
は
材
質
を
変

え
改
良
さ
れ
て
、
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
食
事
内
容
も
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
縄
文
の
終
わ
り
頃

に
は
水
田
も
あ
り
ま
し
た
。　
　

　
他
国
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
科
学
技

術
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
形
態

は
変
わ
っ
て
も
、
一
万
年
以
上
続
い
た
縄
文

の
文
化
は
、
現
代
の
日
常
生
活
の
根
底
に
今

も
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　

 

☎
83
―

２
２
３
４
㈹
　

縄文時代の竪穴住居跡　

縄文時代の生活－郷土学習副読本より国指定重要文化財「旧五十嵐家住宅」（塔寺地区 )

土座

旧五十嵐家住宅平面図

炉
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食育だより

会津坂下町立学校給食センターでは、今年度から湯川村の学校給食を受託し、現在、調理

員 23 名で約 2,160 食の給食を調理し、町内の幼稚園・小中学校と湯川村の小中学校に提

供しています。地場産物や旬の食材を使用し、手作りの料理を多く取り入れた給食を活用し

ながら食育を行い、食育の目標である｢食べる力｣「感謝の心」「郷土愛」を育んでいるところ

です。今回は、「郷土愛」の一つ、「食文化」を伝える給食の取組を紹介します。

端午の節句には、子どもた

ちが強くたくましく成長す

ることを願い、筍やかつおを
使った料理と柏餅でお祝いし

ます。

献立・・筍ごはん、かつお

のみそがらめ、くきたちの風
味和え、にら玉汁、柏餅、牛乳。

大晦日や節分の行事食に

は、ざくざくが登場します。「新

しい年に幸せがざくざく舞い

込むように」と願いを込めて

食べることやこづゆとの違い

を伝えたりしています。

献立・・セルフおにぎり、

鮭の塩焼き、ほうれんそうの

おひたし、ざくざく、牛乳。

冬至には、町内産のあずき

やかぼちゃを使って、冬至か
ぼちゃを作ります。「冬至か

ぼちゃを初めて口にする」と

いう子どももいます。

献立・・きのこうどん、冬

至かぼちゃ、白菜の塩昆布づ
け、りんご、牛乳。

貝柱をほぐしたり、きくらげをちぎったりと丁寧に
こづゆ作りに取組む調理員。 卒園・卒業は、赤飯とこづゆでお祝い

します。赤飯は、食べ慣れない子ども

もいますが、「おめでたいときには、赤

飯でお祝いする食文化」を子どもたち

へ伝えていきたいという思いで、給食

に取り入れています。赤飯とこづゆは、

秋祭り行事食にも登場します。

このほかに、ひな祭りにはちらしずしを取り入れた

り、学校給食週間には会津の郷土料理「まんじゅうの

天ぷら」などを取り入れたりして、行事食や郷土料理

を子どもたちへ伝えています。ご家庭でも、年中行事

に合わせて行事食を取り入れ、全国に誇れる会津の食

文化を子どもたちへ伝えていきましょう。
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図書室だより

中央公民館

図書室だより Vol.40
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

秋の読書週間は 10月 27日～11月 9日です。

今年の標語は『本と旅する 本を旅する』

読書週間は、すべての世代の人たちに

本を親しむきっかけをつくっていただ

きたいという考えに基づいた運動です。

この機会に、読書の楽しみを感じてみ

てはいかがですか。

小説 隈取絵師

平茂寛 著

朝日新聞出版

町絵師の恵斎は、松平定信の庇護により、お抱え絵師

となる。しかしある日、定信に納めた絵が盗まれてし

まう。第 3回朝日時代小説大賞受賞作。

歴史
オリバー・ストーンが語るもうひとつの

アメリカ史；1

オリバー･ストーン、

ピーター・カズニック 著

早川書房

最新資料の裏づけをもって明かすさまざまな事実に

よって、全米を論争の渦に巻き込んだ歴史大作全 3

巻の初巻です。

○あづま号図書貸出開始予定のお知らせ○

県立図書館の移動図書館「あづま号」が 10 月 8 日に来館し、

図書を約 500 冊借受けしました。新しく入れかえた図書の

貸出開始は 10 月 15 日の予定です。

他にも、

●絵本『風立ちぬ』（徳間アニメ絵本）

宮崎駿 原作・脚本・監督

徳間書店

●児童『やまのおばけずかん』

斉藤洋 作、宮本えつよし 絵

講談社

●YA『正しいパンツのたたみ方』

南野忠晴 著

岩波書店

●一般『不格好経営：チーム DeNA の挑戦』

南場智子 著

日本経済新聞出版社

●一般『オレたちバブル入行組』（文春文庫）

池井戸潤 著

文藝春秋

など、たくさん新着本あります。

ぜひ、図書室に足をお運びください。


